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近畿ブロック会議の概要 
概要まとめ： （一社）滋賀県健康生きがいづくり協会 理事 石塚 勝己氏 

 

 

１．目的 ：近畿で活動する生きがい協議会が年に一度担当県に集まり各
協議会が抱いている問題を話し合こと、情報交換をすること、連携活動
をすることを目的としている。 

２．経緯 ：Ｈ１４年から年一回近畿ブロック会を開催してきており、Ｈ２７年
度大阪府は２順目の担当県であった。オブザーバーとしての徳島県の参
加は２１年からであり、Ｈ２８年度は和歌山県で一宿泊りの予定 

３．内容 ： 

  ① 発足当初は各健生の活動報告を中心にしていた。 

  ② 最近は我々の活動に有効な講師を招き聞くとともに、互いのレベル  

    アップのために講演の後ワークショップなども行っている。 
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  ③ 助成金の獲得方法をお互いに情報交換し申請書の作成方法など 

    学習し、実際に応募、獲得して実績もできている。 

  ④ 養成講座の講師の助け合いもしている。 

  ⑤ 構成協議会 ： 兵庫、京都、和歌山、奈良、大阪、なにわ、滋賀 

              及びオブザーバー 徳島 を含めて８協議会 

  ⑥ 参加者    ： 各健生の会長、副会長（適時） 協議会が判断 

  ⑦ 懇親会    ： 必ず懇親会を行いコミニケーションを取っている。 

  ⑧ 幹事協議会 ： 毎年 持ち回り  

  ⑨ 開催日    ：毎年 ６月第４土曜日を予定し、一泊ﾌﾞﾛｯｸ会議もある 
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４． ２７年度の 近畿ブロック会議の概要  

 （１）日時  ６月２７日（土） １３時～１６時３０分 その後懇親会 

 （２）場所  大阪府庁近くの 「ドーンセンター」  

 （３）参加者 約３０名 

 （４）会議次第： 

  ① 担当県： 大阪府協議会  会長挨拶 

  ② 財団大谷常務より 

  ③ 財団よりの情報提供 

  ④ 全体討議テーマ 岡山で開催される全国大会での近畿ブロックの 

    サポートについて話し合った。 

  ⑤ 各健生の活動報告 

  ⑥ その中で 滋賀健生より「地域１００歳大学創生」の報告があり 

     各健生が注目した。 

  ⑦ 懇親会 

  ⑧ 今後の滋賀の「地域１００歳大学創生」の動きを近畿ブロックの 

    メンバーにも報告してほしいとの要望も出た。 

•                                         以上 
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健康生きがいづくりアドバイザーの出番 

二幕目がおもしろい 生活支援・介護予防 

  仕掛けをつくる 
  担い手活動が 
  求められている 

○できることを活かした活動 
○興味関心がある活動 
○新たにチャレンジする活動 
 
  ・一般就労、起業 
  ・趣味活動 
  ・健康づくり活動、地域活動 
  ・介護、福祉以外の  
    ボランティア活動 等 

 
○ニーズに合った多様なサービス種別 

○住民主体、NPO、民間企業等多様な 
  主体によるサービス提供 
 
  ・地域サロンの開催 
  ・見守り、安否確認 
  ・外出支援 
  ・買い物、調理、掃除などの家事支援 
  ・介護者支援  等  
  
 

バックアップ 

バックアップ 

都道府県等による後方支援体制の充実 

市町村を核とした支援体制の充実・強化 

１-１．担い手が求められている  



1-2.現在の高齢者の場合 

日常生活の課題 
 

○ 4割が一人暮らし 
○ 買い物不便  ３２％ 
   通院不便   22％ 
 
  徒歩圏に店がない 
  家族の都合がつかない 

いきがい 
 

 １ TV・ラジオ         65％ 
 ２ おいしいモノを食べる  60％ 
 ３ 友人知人との会話    45％ 
 ４ 家族との団らん      40％ 
 ５ 散歩・買い物        33％ 
 
 
＊高齢福祉計画より 
  



新開省二先生資料より作成 

  虚弱化の原因は、社会活動をしないことです。 

低栄養化 

体力低下 

社会参加意欲 

の低下 

生活習慣の乱れ 

虚弱化による負の連鎖へ 

単身化 

社会からの孤立 
もの忘れ 

行動意欲の低下 

食生活の乱れ 

外出頻度の低下 
身嗜み、化粧への意識低下 

体調不良（痛み） 

運動不足 

[資料] 
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 みんなで創ろう ３つを変える活動       

  
 
 
 
 
  
 

 

 たすけあい・ささえあい  

  (1)地域を変える  

 

  (2)意識を変える 
 

   (3)笑顔に変える 
   社会参加が、ふれあい・いきがいを創出し、絆を生み出し、 
   地域活性につながり、そして、地域への愛着が深まる 
 
 

  いかに魅力あるまちをつくるか  

  ⇔ 健康生きがいづくりアドバイザーの役割 



近畿ブロック仲間の 
共感が生まれ 

情報・協働が広がる 

商店街の 
活性化 

障がい者の 
社会性の向上 

引きこもり 
孤独死予防 

安全・安心な 
町づくり 

介護予防 
認知症予防 

 子どもの 
人間性の向上 

高齢者の 
精神的自立 
いきがい 

近畿ブロックで話し合われる具体的な課題 







男の居場所（通称） 自然発生型 



「居場所」 【小麦ちゃん農園】 保育園児とのコミュニティ  



健康生きがいづくりアドバイザーの活動をどう広げる
か？ 
● “つながる”ワークショップや研修会・勉強会の実施 
   「地域の困り事」 －「アドバイザーができること」 
●幅広い他分野との連携の促進 高齢者・障がい者・子ども関係 

 

“あなたが 
地域のために 
できることが 
アドバイザー
の課題の一つ 
 

見守り・声掛け 

自治会バザー→買い物支援へ  

草取り 庭の手入れ 

ちょこっとボランティア 
ご用聞き  

食事のお裾分け・一品届ける  

移動・車の運転 

掃除 

自治会・地区単位でラジオ体操  

空家の活用→居場所づくりへ  

認知症サポーター活動の場づくり 

郵便物の代読  

得意分野の支援（ＩＴ他） 



 
ブロック協働活動の必要性！ 

 

 
 つながろう 心ひとつに  育てよう あなたの力 
 
                   
              


